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【１】図のような縦４ｃｍ、横８ｃｍの長方形ＡＢＣＤと PR＝RQ＝６ｃｍの直角二等辺三角形

PQR があり、点 C と点 Q が重なっています。△ＰＱＲが毎秒１ｃｍの速さで、辺ＢＣと辺ＲＱが

重なるように、矢印の方向に進んでいくとき、動き始めてから 

ｘ秒後の長方形ＡＢＣＤと△ＰＱＲの重なる部分の面積を 

ｙ㎠とするとき、ｘの変域が以下のときのｙをｘの式で表しなさい。 

（１）ｘの変域が 0≦ｘ≦４のとき                                  （式： ｙ＝
１

２
ｘ²    ）   

（２）ｘの変域が４≦ｘ≦６のとき                                  （式： ｙ＝４ｘ-８   ）  

（３）ｘの変域が６≦ｘ≦８のとき                                  （式： ｙ＝１６     ）  
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＜例＞図のように１辺８ｃｍの正方形ＡＢＣＤと PR＝RQ＝６ｃｍの直角二等辺三角形 PQR があ

り、点 C と点 Q が重なっています。△ＰＱＲが毎秒１ｃｍの速さで、辺ＢＣと辺ＲＱが重なるように、

矢印の方向に進んでいくとき、動き始めてからｘ秒後の正方形ＡＢＣＤと△ＰＱＲの重なる部分の

面積をｙ㎠とします。８秒までの範囲でｘの変域を２つにわけたとすると、それぞれのｘの変域と、そ

のときのｙをｘの式で表しなさい。 

0≦ｘ≦６のとき、重なる面積は直角二等辺三角形になるので、 

ＰＲ＝ｘcm、ＲＱ＝ｘcm より、ｙ＝ｘ×ｘ×
１

２
 なので、ｙ＝

１

２
ｘ² 

６≦ｘ≦８のとき、重なる面積は△ＰＱＲ全体になるので、 

ｙ＝６×６×
１

２
＝１８ 

※図形の移動の問題では、重なっている形がどのように変化するかを確認することが重要！ 

＜ポイント＞  図形の移動と関数 

 

※ｙ＝ｘ×ｘ÷2 となる 

※台形でｙ＝{（ｘ-4）+ｘ}×４÷2 となる 

※台形で面積は一定。ｙ＝（2+6）×４÷2

となる 
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